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           編 輯 後 記

  9月 の農行の豫定が色々の都合で多少遅れた事 を御詫びします.

 この化研報告 も漸 く内容,休 裁共に充實 して來 ました事は同慶の至

 りであ ります.今 後は大体豫定通 りに獲行出來 る豫定で居 りますか

 ら,ど しどし御寄稿を御願V・します.講 演要旨は去る6月2,3El

 の爾 臼京都で行われました當研究所業績嚢表會に於 ける講演要旨の

 前牛を集録 しました.               (小 泉)

         化學研 究 所報 吉第26集 奥付

  日召禾026年12刀 5 Ei }三「1 1i ij
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          大 阪 府 高 槻 市 古 曾 部

           京都大學化學研究断
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